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チェーンソ…用防振ハンドルの試作

瀧本務彦・佐々木功・藤井鱗土器:

後藤純一九期 政樹**

On the Trial Construction of the Anti-vibration Handle for Chain Saw 

Y oshihiko TAKIMOTO， Isao SASAKI， Y oshio FUJII， 

Junichi GOTOU and Masaki HORf 

要 皆

タル型スプザンクーを内j践したi的挺ノ、ンドル伝説得し，既容のチェーンソーハンドルと龍き代え

て鍛親lを測定した結果，前ハンドルでは的挺効果が得られたが，後ハンドルでは，共振のた珍防

振効果が得られなかった。また，段終的に抵の増加は 500gI乙抑える ζ とが出来て，チェーン

ソー会涯最 8kgから考えて，務総できるiV車協と思える。

1.はじめに

チェーンソーによる披勤陣容を舵くする2誌に，現在のチェーンソ…の振動伝速をより少なくす

る方法を検討・してきた。昨年は「チェーンソーアームJの競作について報告。したが，今回はチ

ェーンソー自体の防根性能を高める閥的で，チェーンソー用防援ハンドルを試作実験した結果寄与

報告する。

チェーンソーの援助制的援材によって減褒させる方法については， ~遅々の突験的研究，理論的

研究が進められてきており，ダンパー効果を利閉した，多防艇構造については， r防接材として

加硫ゴム 15?採j召した誌作機についての突験的研究が報告2) 怠れている。

今問我々が;出作したのは，タル型スパイラルコイルスプザング(以下タル~スプワングと|浮ぷ)

令内蔵した訪援ハンドルで，既捺のチェーンソーハンドルと互換性を持っている。前ハンド‘ルで

3タイプ 6鶴瓶，後ハンドルで 2タイプ 4様顕在試作した。以下，その経過に従って報告する。

2. 防接ハンドノレ競作の経緯

従来のチェーンソーでは職合金のパイプのハンドルに把持部分だけゴム被縦を織しており，手

で持った時の担り錨さ，高周波振動のある程度の吸収の効果は符られる。しかし，チェーンソ…

全体として， I出掛構造はエンUンマウント部の防振ゴム・ハンドル取付部のi出張ゴムがであり

ハンドル把持部のゴム被裂は殆ど!的強効果は期待できなし、。

*商知大学j没学部

帥総工技研K.K.
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今回試作した|山挺ハンドルの~i~オザ立法は，勾真一 1 の立n くであり，タル型スプリングをお 1i1向

だけでなく X， Y方líü!こも ø-YJ らかせてダンパー効果により振動をほ減させるものである。タル~lfQ

スプリングの謀総筏，配悶，数泣を変えでゴミ!日免をかさねた。対象としたチェーンソーはスチーノレ

社製041AVE1Vl!である。

Photo-] Constructiol1 of A. V. Hal1dlc (A 口 Shaft 内ìl~li ， B=Coil Spril1g得lfjQスプリング，
C=Casing外筒， D口 RubbcrCoverゴムカパ…)al1d directiol1 ofaxies. 

PhotO-2 Normal Handlc (F必 R) Photo-3 A. V. H andle Type 1 (F & R) 
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Test number(cf.Tab1e 1) 

Fi g. 1 Acceler・atiollValue of each 'l'est (災0.2ω12)

くI盟ハンドノレ> (Type 1) 1-3) 

品目ハンドルmとして， 鉄製の (shaft) (こタル製スプリングを介して 3ケ所のグリップを

取り付けたハンドル，後ハンドノレ用として，従来のハンドルjl~1Iにタル型スプザングを介して 1 ケ

所のグリップを取り付けたハンドルぞ作成した。タル摺スプワングの謀総誌は1.8闘で 1つの

グリップの河端lrζ2 倒入タル~~スプワングが組み込まれている。

11!'1力uした。
操作性を検討した結4f~，次のような欠点が明らかになった。

l主主担当主ハン I~・ルより 900g 

①前ハンドル府の 3つのグリップは，五回11寺，鵠卸IJI1寺，受迫口切り 11寺の作業盗勢を考慮して場

所を決めたが，必ずしも作業11寺の抱持l7.i¥と…致していなかったので，グザップとグリップとの郎

l乙i'nTそはさまれることがあった。

③グリップの斑怪が40mmと太く抱りにくかった。

@前ハンドルの位躍が向くなりチェーンプレーネ解i泳用のハンドガードが作動しなかった0

8後ハンドルのグリップは構造上スロットルトワガーロックが組み込めなかった。

@後ハンドルのグリップの認さが矧くて，スロットル操作i時にグリップ以外の部分に指が触れ

ることがあっTニ。

これらの欠点のうち，むは 3つのグリップを述続した 1つのグリップに改良し，①は鉄製のjlg

!1411 ぞ謝11 くして，タル~~スプリングの巻様ぞ小さくすることでグリップ金総!く (φ32血盟)改良し，

@は標準ノ、ンドルと閥じ位訟にネジ止めできるようにハンドルのJr~~犬伝変更し， φは，グリップ

を前後に長くして改良した。しかし，④は，タル担スブザングの内j出場所が無くなるので片時造上

改良できなかった。こうして， 11型ハンドルが出来上った。



Photo白;¥ A. V . Handle rrype II (Righ t OllC is for n伐11' Hιndle) 

A1'I・owmcans the edg'c of A. V . Handlc. 

く11椴ハンドル> ('l'ype立) 4 ) 

181 

11 製ハンドルでは，タル~~lスブ 1) ングの数世， ~(~綴?系金交えて，操作性，的鋭利:の剤師から述1

~I な，組み合わせを探すために，前ハンドルJ!j 4 穂類，後ノ、ンドルm :3簡潔i を作i践した。

lïûハンドルm として，タルm~スプリング 3 カ所入りで謀総筏1.4 mm， 1. G mm， 1. 8mmのものとタ

ノレ型久ブリング 4カFfi入りでぷ錦径1.G mmのものを作製した。後ハンドル斤jとして，タル製スプ

リング 2カrrr入りで京線接1.8m剖， 2.0盟m，2.:3 mmのものを作成した。タル型スプワングの佼j授は

2 カ所の場合は脱端:3カ月?の場合は制端とド1:llr話人日 4 カ所の場合はIlnj~MI と 1:1:1 悶に等1m隔で 2コ

配慨した。続増加は500gfこ抑えた。

謙作'lf1:母役河した結巣，。くの欠点がIYJらかになった。

①前ノ、ンドルで議線径1.4mmのタル型スプリングの場合，ヨミらかすぎて鋸断11相こ外向と|引illlが

;妾触する取がある。

③作業主主勢によっては， lìíf ノ、ンド。 jレ在下1&1~ 部の問 c写真-4 の矢日])が作業者の膝{こ当る。

これらのJ#f.7J?改良し，また次で述べるj騒動測定の結果ぞ参考i(こしてJll明ハンドルがU:¥来上

った。

くIllW~ハンドル〉 円、ype111) (写真一 5) 

m製ハンドルは II恕ハンドルに使ったタル別スプワングのうち， ーー許税い組み合わせであ

るタル型スプリング 3カ所入りで，京;*JR径は1.8臨由の前ハンドルだけ伝作製した。これは工摺ハ

ンドルの11寺にrpjらかにほった，スロットルトワガーロックの組み込み不可能な点に加えて，振動

測定結果(次沖:参照)から，後ハンドルには，タル国スブザングタイブのi出振ハンドルが不適お

Photo-5 A.V.Handlc Type m (l<'ront handle only) 
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と忠われたからである。

以上が， I出張ハンドルの試作のあらましである。今後の問組点等については， I出版'Itl:能試験の

;記述の後に述べることにする。

3. 開銀性能試験

試作した防擬ハンドルの性能を確かめるために，懸烈試験!こよりレーシングi時のi出版効果を，

また手持ち釘断試験!こより史作業11寺の|出振効染を検討した。

実験lζ使}!Jしたl(jj振ハン!りレは袋一 1の通りである。設中の数字は，タル却スプリングの諜線

簡と {I~j数ぞ表わしている。合計12通りの組み合わせの実験を行なった。

Table J. IJsit of Test No aml details 

COUlUlcnt 

i 1.8X3 llol'mal 'I、ype 1 

2 1.8X3 1.8X2 'l'ype 1 

3 1.4x3 1.8X2 Type II 

4 l.6X:3 2.0X2 'l'ype II 

5 l.6X4 2.0X2 Typc II 

6 1.8X3 2.3X2 Type II 

7 l.4X3 llol'mal '[、ypeII 

8 l.6X3 llor‘Ulal 'l'ype II 

9 1.6X4 11 Ol'llI al 'l'ypc II 

10 l.8X3 llor・llIal ヨツpeII 

11 llol'llIal llol'llIal nOI・llIal

12 1.8X3 llol'mal 'l'ype m 

(尖l換方法) く騒架試験〉

チェーンソーを天~I;の溶から下がっているスプリングに懸梨し，スプワングの鉛訟のび万rtu と

dtU定llilll"5?l司ーにして， J二下方向，前後方向，左右方向についてお測定ililll依に吊りかえて測結した。

エンジンのIITJiIな数は2，5001'pm と3，000........8，0001・pm 主で、の1000rpm11J"'("11!~負荷である。加速!支は

!IIJハンドル，後ハンドルで，それぞれ 1方向(パネの鉛闘方向と!司…)を関定し，践校数分析は

1. 25"'-500Hzの組閣でうアルタイム FF'l'処組!を行なった。測定協はエンジンの回転数に対応す

る周波数での加速度組である。 (Fig-2........Fig-5)

チェーンソ-~人聞が保持して，ブナの気乾材 (20 x 20cm) を王切り姿勢で鉱脈

し，そのi設の振動力n速度"5?測定する。測定はuuハンドソレ，後ノ、ンドルとも 3方向(上下方ruj，前
後方向， 1:五右方|却をi河11寺iζ行ない。周波数分析は 6.3""-'16KHZについて1/3オクターブバンド

フィルター中心周波数持にワアルタイムIi'FT処現在行なった。

1は@lJl断実験の結果のうち，上下方向についてエンジン間if日数に対応する周波数での加速

皮伯母プロットしたものである。 2........4は懸架試験により得られた結果のうち上下万|旬{こっ

いてエンジン聞紙数1rf.1ζ加速度{肢をプロットしたものである。

これらの掛から判るように， m~ ， II叡ハンドルを前ハンドルのみに波間した場合
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。一一一ーや norma{ type (Test No.11) 

F. handle bar only(Test No.1) 
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7 -10) とJ際鍛ハンドルの場合(央験No.11) を比較すると，この防振ハンドルは前ハンドルでの

挺動抵減に議:しい効果があるが，後ノ、ンドJレで、は，懸架誠験i時にはあまり効果がj誌られないし，

縮断i時には逆に振動が大きくなっている。]廷に，後ハンドルにも防援ノ、ンドソレを法務した;場合(

突験No.2-6) i'比較すると，前ハンドルでは同じように振動低減に著しい効果があるが後ハン

ドルでは懸梨試験時にエンジンの常用問転数域 (6，000........9， OOOrpm)で標準ハンドルの場合よ

り振動が大きいものがある。鋸断時には，あまり|的援効果が出ていない。

そこで，関有周波数i'1Vmぺる為lζ挺験No.3についてハンマワングテスト毎日なったところ， 40 

Hz， 77. 5Hz， 97. 5Hz， 112. 5Hz 1こ共振l誌が得寂していた(関-5)。このことから，後ハンド

ルでの振動揺減&闇るためには，常用閉転数域で強動が増大する際閣となる間有.披露bの系を探り

ζれを除去しなければならない。 ζの問題は今後の研究に待つことにして，今聞は前ハンドJレに

装殺したものだけを検討することにした。

まず随一 2.........4から， 工劉と JI型1J:比較すると I型は←誠{冷却工i3・ハンドルでもあったためパ

ネ上軍認が大きく，時諜効果も大きい。しかし前惣で述べたようないくつかの欠点を持っていた

ので露盤部，操作から改込されて，刀:型ハン l~' )レが出来上った。

JI製ハンドルの:協会， 実験No.7の前ハンドルはタル製スプワングの31討議筏が1.4mmであり，タ

ル製スプワングの濁断謹みが大きく，タル製スプリングの有効1単位域が鴇しく挟くなっているた

め，実験No.8........101乙比べて高間~ほ域での的強効5誌が小さい。 ζ の傾向は突験NO.3 についても閥様

である。また，前説の課作性の結果とも}致している。 -15，史散No.8 ---...10の場合，エンジン恒i

l隠数 5，000rpmのn寺に的援強授の関有絞首hに組閣して前ハンドノレが共振しているが， この副総数

は使用頻度が少ないという過去の報告から湾えて，問題とならないであろう。そして突験No.8---... 

10の間にはこれといった1、目越は認められなかった。

こζでは結果を表訴していないが，閥時lζ測定した{むのこ二万|勾でも，上下方向と同じく常用聞

紙数域において前ハンドルの|出振効5誌は大きかったが，後ハンドルでの効果は認められなかった。

澗:illMハンドルについて|盟-6から考察して見ょう。 この図は， 鋸態rr時の121準ノ、ンドルの加速

度総と I江型ハンドルの加速度憾のを表示している。加速度植のオーパーオーノレ{践で‘は，前ハン

ドノレ，後ハンドル 3方向とも防接効梁が表われている。勿論，その援!来は前ノ¥ンドルの方が大き

く 3方向とも 10dB の低下が見られる。

次に周波数バンド勾:のi出蝦効果を検討してみると， 前ハンドルで、は 100Hzt(、 l二では防振効果

が変われているが， 100Hz米織では， 必ずしも効果が明らかでないばかりか， ハンドルの共振

点付‘近では増加している。後ハンドソレで、は， これといった傾向は出ていない。

|坊綴性能獄!般の結果，次のJ誌が明らかになった。

①， [出振ハンドル工劉， J1型選， ][~l\!ともに前ハンドソレでの j的根効果が悲しし、。

②， [持強ハンドルを後ハンドルに取得・げた場合，常用回転数域にl的仮装般の共採点が都在し，

振動が期間される場合があった。

@，防艇ハンドソレのi出掛効果は， 前ハン iりレでは 100Hz[場近を墳にして，それ以上では効果

が大きいが，それ以下では効果が期待できない。

@，前ハンドルとしてタル型スプリングの紫線筏1.4mmを使った場合は，それより太い挫のも

のに比べて効果が少なかった。

⑤，タル盟スプワングの来線径1.6........1.8蜘の|却では[ifj挺効果のは兇られなかった。また，

タノレ型スプリングの数と配置場所による もj忍られなかった。
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Fig. 6 Bala詰ceof Acceler乱tionValue (A. V.Handle-Normal 
日andle).Chain Saw-041A VE (cutting). 

F.handle bar(right and left) 

め

以上のように，本研究で誠作したタル製スプワング内蔵盟関艇ノ、ンドルは，チェーンソーの前

ハンドルでの振動{fE減に大きな効果が認められたが，後ハンドルについては，今後の課題として

殺され-た。本論文中のチェーンソー振動の測定結果からも判るように，前ハンドルよりも後ノ、ン

ドルで大きな加速度i誌が測定されており，後ノ¥ンドルのより有効なl防援方法が盟まれる。

試作ハンドル]I型自については，現在対象機閣をふやして，長期間の使用による|的援性能の追跡

調査に入っている。また，イ也の銀勅工への応用として，ブッシ品カッターj間的挺ハンドルも稿

作・災験iゃなので，機会ぞみて報告したい。

本研究で，ハンドルの試作では精工技研KK技端部の方々に全面的に御協力いただいた。ま

た，作業時のハンドルの操作性について京都大学芦生演習林の利用班の方々と石原林材KKの作

梁班の方々から党議なアドバイスをいただいた若手の御礼奇術し添えて， ζの報告を終える ζ とと

する。

とホ4
山4. 
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Resnme 

We made trialy .Anti vibration Handle for Chain Saw and t邑stedits effeet. This 

.A.V. Handle is deviced to reduee the vibration by using Coil-Spring. Photo 1 shows th色

。onstruction of .A. V. Handle and Photo 3-・5show three types of .A. V. Handle fitted 

at Chain S乱w.

We examined the effeet oIぬis.A.V. H乱ndleby Spr匂 g寸loldtest and Hand-hold 

test. Fig. 2ω4 are the l'esults of Spriねg-hold test and show th乱tthis .A. V. Handle 

reduむeswell the vibl'ation on the Front handle b乱r，but not on the Rear handle gl'ip. 

Fig. 1 and 6 are the results of Hand -hold tesも andshow that in which bands in 

frequency the vibratioぉ wasreduced by using this .A. V. Handle， and that the effect of 
an ti vibra tion in the乱reaof over 100Hz w乱sgre乱t告rthan below 100Hz. 

This system may be useful of any other vibration tool， for example， brush c立tter，
rock drlil， concrete breaker and etc .. 




